研修テキスト（管理者用）
倫理・法令遵守研修
対象：全職員　所要時間：約15分

1. 研修の目的
▍ 研修目標
· 倫理の4原則と、介護に関わる主な法令を理解する
· 「倫理」と「法令」、それぞれの役割の違いを理解する
· 守秘義務・利益相反など、現場で注意すべきポイントを身につける
· 現場で判断に迷いやすい6つの事例から、考え方を学ぶ
· 自分の現場を振り返り、今日から実践できることを考える
2. 倫理と法令の基礎知識
▍ 倫理と法令の関係
	区分
	内容

	倫理
	専門職として目指す「あるべき姿」。マニュアルに書ききれない場面で、どうあるべきかを考えるための指針。

	法令
	社会として守るべき「最低限のルール」。守れない場合、行政指導や報酬の返還、指定の取消しにつながることもある。



	⚠ 法令という土台の上に、倫理という理想を積み重ねていくことで、はじめて質の高いケアにつながります。法令を守っているだけで満足せず、倫理的な視点もあわせて持つことが大切です。


▍ 倫理の4原則
	原則
	内容

	① 自律尊重
	本人が自分のことを自分で決める権利を尊重する

	② 善行
	その人にとって最善となる関わりを行う

	③ 無害
	身体的・精神的な害や不安を与えない

	④ 正義・公平
	すべての利用者を差別なく公平に扱う


この4つは、どれか一つだけを守ればよいものではありません。現場では「本人の希望（自律尊重）」と「安全の確保（無害）」のように、原則同士がぶつかり合う場面があります。どちらかを切り捨てるのではなく、両立する方法を探っていくことが、専門職としての腕の見せどころです。


▍ 介護に関わる主な法令
	法令
	内容

	介護保険法
	尊厳の保持と自立支援。適正なサービス提供と正確な記録を求める。

	高齢者虐待防止法
	虐待の定義・早期発見・通報義務を定める。

	個人情報保護法/
守秘義務
	利用者情報の適切な取り扱いを求める。（守秘義務は退職後も続く）

	労働基準法
	職員が安心して働ける労働環境を守る。



	💡 それぞれ別の内容を定めていますが、現場ではひとつの場面に複数の法令が同時にかかわることがあります。「知らなかった」「悪気はなかった」では済まされないこともあるため、基礎を理解し、迷ったら一人で判断せず相談しましょう。



3. 迷ったときの判断と行動
「その対応を、第三者に説明できますか？」
ここでいう第三者とは、ご家族や上司、外部の専門家などです。「相手が嫌がっていないから大丈夫」と自分の主観で判断するのではなく、「誰が見ても専門職の仕事だと説明できるか」を考えてみましょう。この問いを軸に、現場で意識したい6つのポイントを確認します。
▍ 現場で意識したい6つのポイント
	ポイント
	内容・実践のポイント

	1 本人の自己決定を
中心に置く
	利用者には自分のことを自分で決める権利がある。職員の考えと違っても、まず本人の意思を確認する。「分からないだろうから」「危ないから」と職員が先に決めてしまう“善意の先回り”に注意する。

	2 守秘義務を守る
	業務で知った利用者の情報は、業務の目的以外には使わない。休憩室での会話・知人への話・SNSへの投稿には特に注意する。守秘義務は退職後も続く。

	3 利益相反を避ける
	利用者やご家族から金品を受け取ることは、金額の大小にかかわらず避ける。特定の方への対応が、他の方と変わってしまう原因にもなる。

	4 一人で判断せず、チームで考える
	迷ったときは、上司や同僚、多職種に相談しながら考える。「第三者に説明できるか」も、一人で考えるよりチームで確かめるほうがより確かになる。

	ポイント
	内容・実践のポイント

	5 報告・相談・記録は自分を守る盾
	「記録に残っていない対応は行われなかったとみなされる」とも言われる。気づいたこと・対応したことは、その都度記録と共有を心がける。

	6 自分自身を大切にする
	イライラや疲れを感じたときは、余裕がなくなっているサインかもしれない。一人で無理を続けず、自分を大切にすることが質の高いケアを続ける力になる。


▍ サービス別「注意したい場面」
	サービス種別
	注意したい場面

	訪問介護
	密室・1対1での判断（金品の受け取り・守秘義務）

	通所系サービス
	送迎時の慌ただしさ（本人への意思確認の省略）

	入所系サービス
	長期的な関わりによる慣れ（公平性・プライバシーへの配慮）

	居宅介護支援
	本人と家族の意向の違い（中立的な立場での支援）


※自分たちの現場では、どんな場面で起こりやすいかを職員同士で定期的に振り返ることが大切。
4. 現場で起こりやすい事例
第3章で確認した判断のポイントも思い出しながら、「何が問題か」「どう考えればよいか」を一緒に確認しましょう。
▍ 事例①【自律尊重と無害（安全）の衝突】「危ないから」と歩行を止めたケース
	【状況】転倒のリスクが高い利用者が「自分の足で歩きたい」と希望していた。
職員は「転んだら大変だから」と、その都度座るよう促し、歩く機会を減らしていった。本人は次第に口数が減っていった。


安全を守りたい気持ちは、専門職としてとても大切です。ただ、「危ないから」と行動を止め続けると、本人の自由や意欲を奪うことがあります。大切なのは、安全と本人の希望を両立することです。手すりの活用や見守りの工夫、歩く時間や場所を一緒に決めるなど、安全に歩ける方法をチームで考えましょう。
	NG　こんな対応していませんか？
	OK　こう変えていきましょう

	· 「危ないから」と一律に止める
· 本人の希望を確認しない
· 職員個人の判断だけで制限する
	· 安全と希望の両立をチームで検討
· 見守りや環境を工夫する
· 本人と一緒に方法を決める

	→ 「ダメ」ではなく「どうすればできるか」を考える。


▍ 事例②【本人の意思と家族の意向の食い違い】「認知症だから聞かなくていい」と言われたケース
	【状況】ある利用者のご家族から「本人は認知症で分からないから、いちいち説明や同意はいらない」と言われた。職員は家族の意向を尊重し、本人への説明を省いてケアを進めようとした。


認知症があっても、本人への説明や意思確認はできる範囲で続けることが大切です。家族には事業所の考え方を丁寧に伝え、ケアマネや上司と相談しながら本人を中心に支援しましょう。
	NG　こんな対応していませんか？
	OK　こう変えていきましょう

	· 「家族が言うから」と本人説明を省く
· 認知症を理由に意思確認をしない
· 家族の意向だけで決める
	· 本人にもできる範囲で説明・確認
· 本人を中心に据える
· ケアマネ・上司と相談して進める

	→ 家族の意向と本人の意思は、分けて考える。


▍ 事例③【利益相反】「お礼に」と品物を渡されたケース
	【状況】長く担当している利用者から、「いつもありがとう」と、お菓子の詰め合わせと商品券を手渡された。職員は断ると角が立つと感じ、「今回だけなら」と受け取ってしまった。


職員個人が金品を受け取ることは、金額にかかわらず避けましょう。善意の品であっても、受け取りが続くと対応に差が生まれていると見られる可能性があります。お気持ちだけありがたく頂き、品物はその場でお返しして上司へ共有することが、利用者と職員双方を守ります。
	NG　こんな対応していませんか？
	OK　こう変えていきましょう

	· 「今回だけ」と受け取る
· 断ると悪いと個人で判断する
· 受け取ったことを共有しない
	· 金額にかかわらず受け取らない
· 気持ちに感謝しつつ品はお返しする
· 上司に共有しルール化する

	→ 「お気持ち」だけ受け取り、「品物」は受け取らない。


▍ 事例④【正義・公平】対応に差が出てしまうケース
	【状況】何度も呼び出しがあり「手がかかる」と感じている利用者に対し、職員はつい対応が後回しになっていた。一方で、穏やかで協力的な利用者には、早めに丁寧に対応していた。


好き嫌いや負担感で対応に差が出ることは、公平の原則から離れてしまいます。「手がかかる」と感じる背景にも目を向け、対応が難しいときはチームで関わり方を共有しましょう。
	
NG　こんな対応していませんか？
	OK　こう変えていきましょう

	· 対応しやすい人を優先する
· 「手がかかる」と後回しにする
· 対応の差を一人で抱える
	· 対応の差に自分で気づく
· 背景にある理由を考える
· 関わり方をチームで共有する

	→ 「対応のしやすさ」で差をつけていないか、振り返る。


▍ 事例⑤【善意の先回り】「良かれと思って」決めてしまったケース
	【状況】認知症のある利用者に対し、「迷うと大変だから」と職員が毎日の服や食事の
メニュー、レクへの参加を、本人に確認せず決めていた。本人が戸惑う様子もあったが、
スムーズだからと続いていた。


「良かれと思って」先に決めることは、本人が選ぶ機会を奪うことがあります。「どちらにしますか」と二つから選んでもらうなど、選びやすい形を工夫し、本人の意思を大切にしましょう。
	NG　こんな対応していませんか？
	OK　こう変えていきましょう

	· 本人に確認せず職員が決める
· 「分からないから」と省略する
· 本人の戸惑いに気づかない
	· 小さな選択も本人に確認する
· 二択など選びやすく示す
· 本人の表情・反応を見る

	→ 「良かれと思って」が、選ぶ機会を奪っていないか振り返る。


▍ 事例⑥【法令遵守は自分を守る盾】報告・相談・記録を省略したくなるケース
	【状況】勤務終了の直前、利用者への対応が必要な状況が発生した。自分も疲れがピークで、対応したい気持ちはあるものの勤務終了時刻が迫っておりどうすべきか迷った。


「見なかったことにして帰る」ことは、不適切なケアにつながる可能性がある一方、一人で無理を続けることも健全ではありません。まずは利用者の安全に必要な対応を行い、一人で抱え込まず上司や責任者へ状況を共有しましょう。必要に応じて応援の依頼や引き継ぎを行い、対応と判断を記録に残すことが、自分自身を守ることにもつながります。
	NG　こんな対応していませんか？
	OK　こう変えていきましょう

	· 見なかったことにして帰る
· 一人で無理をして抱え込む
· 対応を記録に残さない
	· まず利用者の安全を確認する
· 一人で抱えず報告・相談する
· 対応と判断を記録に残す

	→ 一人で抱えず、適切な手順で利用者と自分を守る。





5. 自分の現場を振り返ろう（個人ワーク）

以下の問いについて、自分の現場を思い浮かべながら記入してください。（約3分）
	Q1. あなたの現場で「判断に迷いやすい場面」には、どのようなものがありますか。具体的な場面を一つ書いてください。

	 

	Q2. 利用者の希望と、安全や家族の意向が食い違ったとき、あなたはどのように対応し、誰に相談したいと思いますか。

	 

	Q3. 今回の研修を通して、今後特に意識したいことを一つ書いてください。

	 



	迷う場面や気になることがあれば、ぜひ上司や同僚に相談してみてください。一人で抱え込まず、チームで気づきを共有することが、安心できるケアにつながります。




倫理・法令遵守研修：確認テスト（理解度チェック）

研修内容を振り返り、以下の問いに○×で答えてください。
	No.
	設問
	答え
	正解

	1
	倫理の4原則とは、「自律尊重・善行・無害・正義・公平」の4つである
	 
	〇

	2
	法令さえ守っていれば、倫理について特に意識する必要はない
	 
	×

	3
	守秘義務は、退職すると同時になくなる
	 
	×

	4
	利用者やご家族から少額のお礼の品であれば、職員個人として受け取ってよい
	 
	×

	5
	「危ないから」という理由だけで、どうすれば安全にできるかを考えずに、本人の行動を制限してよい
	 
	×

	6
	判断に迷ったときは、「その対応を第三者に説明できるか」を一つの目安にするとよい
	 
	〇

	7
	認知症のある利用者であっても、できる範囲で本人への説明や意思確認を行う必要がある
	 
	〇

	8
	記録に残っていない対応は、行われなかったとみなされることがある
	 
	〇

	9
	一人で判断に迷ったときは、相談せず自分の判断だけで進めるべきである
	 
	×

	10
	報告・相談・記録を行うことは、利用者だけでなく職員自身を守ることにもつながる
	 
	〇



	所属・職種
	氏名
	実施日
	確認サイン

	
	
	
	





6. まとめ
「正解のない問いに、立ち戻れる軸を持つ」
1 法令は「最低限」、倫理は「あるべき姿」
法令という土台の上に、倫理という理想を積み重ねていきましょう。
2 迷ったら「第三者に説明できるか」で考える
自分の主観ではなく、誰が見ても説明できる対応を心がけましょう。
3 本人の意思を中心に置く
認知症があっても、家族の意向があっても、できる範囲で本人への確認をしましょう。
4 金品は受け取らない・守秘義務を守る
利益相反を避け、情報を適切に扱うことが、職員自身を守ることにもつながります。
5 迷ったら、報告・相談・記録
一人で抱え込まず、組織で支え合うことが、利用者と職員の双方を守ります。

	倫理と法令遵守は、利用者を守るためだけのものではありません。職員自身と事業所を守る、大切な土台でもあります。「この対応は、誰のためのものか」。迷ったときに、その問いに立ち戻れること。それが、専門職としての確かな一歩になります。これからも事業所全体で、安心して過ごせるケアを作っていきましょう。





▍ 研修実施記録票

	研修名
	倫理・法令遵守

	実施日時
	　　　年　　月　　日　（　）　　：　　～　　：　　
	実施時間　約　　　分

	実施場所
	

	実施形式
	動画視聴＋テキスト記入

	実施者（管理者）
	

	研修内容概要
	倫理と法令の基礎知識、現場で意識したい6つのポイント、6つの事例の振り返り、
個人ワーク、確認テスト

	受講人数
	　　　名


■ 受講者一覧
	No.
	所属・職種
	氏名
	実施日
	確認サイン

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	

	6
	
	
	
	

	7
	
	
	
	

	8
	
	
	
	

	9
	
	
	
	

	10
	
	
	
	

	11
	
	
	
	

	12
	
	
	
	

	13
	
	
	
	

	14
	
	
	
	

	15
	
	
	
	

	16
	
	
	
	

	17
	
	
	
	

	18
	
	
	
	

	19
	
	
	
	

	20
	
	
	
	



■ 管理者確認・備考
	管理者確認
	　　　年　　月　　日　確認　　　　　（押印）

	備考
	


※ 本記録票は、実地指導・監査時の研修実施証明として保管してください。

